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絆  

 

第１８号 令和３年５月６日（木） 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ファイト黒崎で絆を深めよう～ 

 保護者の方のリクエストにもありましたので、今週より担任、担当特集をお伝えしていきたいと

思います。初回は６年１組です。担任の先生は佐伯利恵先生。規律ある学校生活の中に、笑いあふ

れる毎日を送る子どもたち。 

 佐伯先生に、どのような思いで学級づくりをしているのかインタビューしてみました。 

 

Q1 学級で取り組んでいることは何ですか？ 

A 「何事にも感謝」「笑顔を忘れないことです。」 

 ポジティブ思考の子どもたちを見ると、佐伯先生の思いがよく伝わってきます。 

Q２ 学級で大切にしていることは？ 

A 「心」をこめた行動です。 

自然とお手伝いをしてくれる子どもが多いのは、

常日頃から学級で心がけているからでしょう。 

Q３ ささいな喜びを教えて下さい。 

A 一人ひとりができることをふやしている

ことです。 

子どもたち一人ひとりを大切に育てている先生
の思いが伝わってきます。 

Q４ 学級で頑張ろうと思っていることは？ 

A 真剣に取り組むことです。 

新しい学級になって１ヶ月。学級としての団結力
を育みたいとする先生の心が伺えます！ 



 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q５ 担当の算数科を指導して、6 年生の子ども達

の第一印象は？ 

A やる気MAX！です。 

初回から、フル稼働の授業でした。少しの時間も無駄
にしない先生のパワーを感じます。 

 保護者の皆様 

再び感染拡大が懸念される日々。学校の行事も余儀なく縮小されることが予想されます。だからこそ、

あえて新しいことに挑戦し、子ども達はもちろん、保護者の皆様も安心して子ども達を送り出すこと

ができるよう努めてまいります。お気付きの点がございましたら、ご遠慮なくお知らせください。 

Q７ 教えていて楽しかったことは？ 

A 「分からない」「できない」ことが、 

「分かった！」「できた！」に変わること。 

達成感にあふれたときの子ども達の笑顔がとても
印象的です。佐伯先生はいつも魔法をかけるのが
とても上手！ 

Q６ 担当教科で心がけていることは？ 

A その時間に、子ども達が「なるほど！」と思え

るように指導すること。 

常に実物投影機を使って、子ども達の考えを広げ、さ
らに発展した考えを導き出そうと工夫しています。 

Q８ 授業で改善したいことは？ 

A 感染予防で今はできないけれど、グループ

での話合いをすることです。 

いつかこの様子もお伝えすることができることを
願っています。 

 最後に一言お願いします！ 

→1年間の学級集会、計画委員を決めました。早

速、5月の委員さんが学級会を開こうとしていま

す。6 年 1 組で初めての集会がどのようになる

のかが楽しみです。 

生き物係の企画で一人一鉢、植物を育てる予定

です。２Lのペットボトルを用意してください。

植木鉢を作ります。 


